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A．研究目的 
 失語症者に対する社会支援においては日常生活
活動および社会活動の自立、さらに就労を目指し
ての支援が展開される。従来の調査において失語
症者では基本的な日常生活活動は自立している者
が多いが、公共交通機関の利用や金銭管理のよう
な応用的な日常生活活動には支援が必要であるこ
とが多いことが明らかにされている。社会的支援
制度の面から見ると、失語症者は介護保険を利用
する場合が多いが、一方で就労支援を希望するこ
とも多い。失語症は、そのコミュニケーション障
害のために就労に多大な困難を示す障害である。

失語症者を対象とした医療機関における職業復帰
成績は 10～30%である。一方で就労支援機関におけ
る失語症者の就労率成績を見ると 70～80%と、はる
かに高い結果を示す。これは就労の意欲があり、
就労の可能性がある者のみがサービスを受けてい
ることで、このような成績差が生じていると考え
られる。 
本研究においては失語症者に対する社会支援の
実態と問題点を明らかにする目的で、高次脳機能
障害者受け入れ施設、介護保険施設及び就労支援
施設における失語症者の利用状況、支援内容につ
いて調査した。障害者の社会支援においては社会
に適応する上で必要な能力水準を目指す、という
社会中心の観点と、障害の内容に応じて必要な支
援を提供する、という個人中心の視点の両者が必
要になる。高次脳機能障害者利用施設及び介護保
険施設は主に後者の個人中心の立場から支援が提
供され、就労支援施設では前者の社会中心の立場

研究要旨 高次脳機能障害者受け入れ施設において失語症者は「社会的資源の利用相
談」、「当事者家族、周囲の人への指導」、「自立生活のための訓練支援」の順に行
われていた。 
岡山県内の介護保険施設において失語症者を含む高次脳機能障害者は身体機能の訓
練、創作活動・レクレーション、自立生活のための訓練・支援、当事者家族・周囲の
人々への指導が行われていた。コミュニケーション機能の訓練も過半数の施設で行わ
れていた。 
就労継続支援 B 型施設では失語症者は概して良好な適応を示し、日常生活活動が自
立し、日常生活関連活動には困難を示す者が多く含まれていた。金銭の管理、作業手
順、時計の読み、読み書き障害などが職業生活上大きな阻害要因になっていた。その
ため事務職等への就労は難しかった。職務活動については、手作業等は慣れれば十分
可能であり、持続力も認められた。サービス業などのコミュニケーション技能を必要
とする業務、読み書き計算を要する事務的業務は困難であり、作業的業務が適してい
ると考えられた。 
岡山県内の就労継続支援Ａ型施設に対する郵送調査の結果、同施設を利用している
失語症者はきわめて少数であった。就労継続支援 A 型施設を利用している失語症者で
は日常生活関連活動がほぼ自立していたが、聴覚的言語理解を含む高度なコミュニケ
ーション能力および精緻な作業能力が職業生活上大きな阻害要因になっていた。本報
告の就労支援施設において失語症者を対象に、①実務教育と職場体験を中心とした組
織的プログラムを進めている、②特定の生産・販売業務を行っており、失語症者が可
能な業務を行っている、③失語症者にコミュニケーションを含む多様な活動から就労
支援につなげている、などの支援が行われていた。失語症者の就労支援にあたって言
語障害を受容し、就労に進めていくこと、言語障害による職務上の困難を補う工夫が
必要であった。 



からの支援が必要になると考えられる。これらの
調査を通じて、失語症者が自立、就労を目指す上
で特有な問題点とその支援方法について検討した。 
 
B．高次脳機能障害者受け入れ施設における失語症
利用者の利用上の実際的問題点とその対応方法に
関する調査 
対象：全国の高次脳機能障害支援施設 1，748 施設
に対して郵送で調査票を送付した。返信は419件、
24.1%であった。 
調査項目：施設の組織、失語症の受け入れ、高次
脳機能障害の利用者数、失語症者へのサービス内
容および失語症者への社会的支援に関する全27項
目であった。 
結果：施設の所属では社会福祉法人が最も多く、
次いで医療法人であった。施設の性格では障害者
福祉施設、就労支援施設、一般病院の順となった。
失語症者の受け入れについて、「失語症のみも対
象となる」との回答が 194（55.6％)と多く、一方
で「失語症のみは対象にならない」との回答は
53(15.2％)であった。施設全体の利用者総数は 212，
575 名で、男性の方がやや多かった。失語症者の利
用者数は 1，875 名で、施設利用者総数の 2.7％で、
男性の方が女性よりも多かった。失語症者の年齢
分布をみると、60 歳代を中心に 20 歳未満から 80
歳以上まで、広く分布していた。失語症の類型で
は運動性失語が 472 名(43.5％)と最も多く、その
他感覚性失語、健忘失語、全失語の順となった。
失語症者の発症からの経過期間では 1 年未満が最
も多く、その後は経過に従って減少していた。失
語症者に対するサービスの実施状況をみると、
「社会的資源の利用相談」、「当事者家族、周囲の
人への指導」、「自立生活のための訓練支援」の順
に、多くの施設で行われており、一方、「生活場所
の提供」や「職業能力の評価」を行っている施設
は少なかった。高次脳機能障害者受け入れ施設の
うち就労支援施設ではサービス施行後の就労可能
性が受け入れ基準となるため、記憶、注意等の高
次脳機能障害者にくらべて就労に特に困難を示す
失語症者の受け入れが低くなったと考えられた。 
 
C．岡山県内の介護保険施設における高次脳機能障
害者利用状況に関する実態調査 
対象：岡山県内の介護保険施設 2,514 施設で、居
宅介護支援、介護予防支援、訪問介護、訪問看護、
訪問リハビリテーション、通所介護、通所リハビ
リテーション、短期入所生活介護、短期入所療養
介護、特定施設入居者生活介護、小規模多機能型
居宅介護、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、
介護療養型医療施設の各種サービスを行っている
事業所であった。 
調査項目：施設の所属、サービス内容、各種高次
脳機能障害者（失語症、失認症・失行症、記憶障

害、注意・遂行機能障害、行動や情緒の障害、認
知症）の対象者数(入所・通所・在宅別、男女別)、
高次脳機能障害の原因疾患、高次脳機能障害者に
対する各種サービスの実施状況、必要性、困難度、
高次脳機能障害者に対応する職種に関する、全 106
項目であった。 
結果：返信は 441 件であった。施設の所属は営利
法人 180(41%)が最も多く、次いで社会福祉法人
110(25%)、医療法人 80(18%)であった。サービス内
容としては居宅介護支援と通所介護を行っている
事業所が 142(32.3%)と多く、その他は訪問看護等
であった。これらの介護保険施設が対象としてい
る失語症者は入所 300 名、通所 290 名、在宅 460
名、合わせて 1，068 名であった。同様に失認症・
失行症者は 926 名、記憶障害者は 2，013 名、その
うち認知症に伴う記憶障害者は 1，625 名、注意・
遂行機能障害者は 1，715 名、行動や情緒の障害を
有する者は 1，950 名、認知症者は 4，712 名であ
った。失語症を含む高次脳機能障害の原因疾患で
は脳梗塞、脳出血など脳血管障害が多く、次いで
変性疾患であった。高次脳機能障害者に対するサ
ービスでは身体機能の訓練、創作活動・レクレー
ション、自立生活のための訓練・支援、当事者家
族・周囲の人々への指導が多く行われていた。コ
ミュニケーション機能の訓練も過半数の施設で行
われていた。 
 多くの高次脳機能障害者が介護保険施設を利用
していることが明らかになった。高次脳機能障害
の種類では医療機関の実態調査結果と比べて失語
症が少なく、記憶障害および行動と情緒の障害が
多かった。高次脳機能障害者に対して身体機能訓
練、レクレーション活動、自立訓練、家族支援な
どが行われていた。 
 
D.就労支援 B 型施設における失語症者の就労支援
の問題点と対応の実際を検討した。 
対象：岡山県内の就労継続支援 B 型施設のうち失
語症者が在籍している 3 施設を対象として、失語
症者の就労支援担当者に面接調査を行った。それ
らの施設に在席した失語症者は計 11 名であった。 
調査内容：施設の組織、規模、職員構成、失語症
利用者の障害内容、発症からの経緯、サービスの
利用期間、内容、支援方法、担当者の職種、社会
的支援制度の利用、就労の要因、就労支援から見
た就労の必要条件（コミュニケーション能力、そ
の他）、転帰であった。 
結果：いずれの施設も社会福祉法人であった。失
語症者は通所でこれらの施設を利用しており、女
性が 3 名、男性が 8 名、年齢は 40 歳代から 60 歳
代までであった。原因疾患は脳血管障害 7 名、外
傷性脳損傷 2 名、脳腫瘍 2 名であった。失語型は
Broca 失語 4名、健忘失語 6名などで、重症度は中
等度 3 名、軽度 8 名、片麻痺は 6 名であった。発



症からの経過期間は 1年から 13年の範囲であった。 
就労継続支援 B 型施設では失語症者は概して良
好な適応を示した。本研究の対象である失語症者
では日常生活活動が自立していたが、日常生活関
連活動には困難を示す者が多く含まれていた。
種々の困難のうち、金銭の管理、作業手順、時計
の読みなどゲルストマン症候群に関連した障害が
職業生活上大きな阻害要因になっていた。読み書
き障害のために書類を扱うことはほとんどできな
かった。会話ではことばのみによる説明では十分
理解されず、複数の者を対象とした指示が理解さ
れにくかった。これに対して文字、数字を呈示し、
また言語表現を工夫していた。 
 職務活動については、手作業等は慣れれば十分
可能であり、持続力も認められた。サービス業な
どのコミュニケーション技能を必要とする業務、
読み書き計算を要する事務的業務は困難であり、
作業的業務が適していると考えられた。就労継続
支援 B 型施設では作業的内容の業務が主であり、
失語症者にとって適した環境であると考えられた。 
  
D．就労支援Ａ型における失語症者の利用状況質問
紙調査 
方法：岡山県内における就労継続支援Ａ型 68 施設
を対象に質問紙調査を行った。質問項目は失語症
利用者の有無、失語症者が利用しているサービス
の内容および失語症者を担当する職種であった。 
結果：68 施設中 39 施設から回答が得られ、回収率
は 57％であった。回答があった 39 施設のうち 2施
設に失語症者が在籍していた。失語症者が利用し
ていたサービスはいずれも就労支援Ａ型であった。
両施設における失語症利用者の担当者は生活指導
員、サービス管理者、その他であった。 
結論：回答が得られた施設中で失語症者が在籍し
ていた施設は 2施設で、その比率は 5％で少なかっ
た。 
 
E．失語症が利用している就労継続支援 A型及び就
労移行支援施設の訪問調査 
対象施設：就労継続支援 A型及び就労移行支援施
設のうち、失語症者が在籍している 4施設を対象
として、失語症者の活動状況について、失語症者
の就労支援担当者に面接調査を行った。 
調査内容：施設の組織、規模、職員構成、失語症
利用者の障害内容、発症からの経緯、サービスの
利用期間、内容、支援方法、担当者の職種、社会
的支援制度の利用、就労の要因、就労支援から見
た就労の必要条件（コミュニケーション能力、そ
の他）、転帰であった。 
結果：施設の組織形態には株式会社、社会福祉法
人、社団法人、NPO 法人と多彩であり、職員構成も
施設ごとに大きく相違し、作業療法士、社会福祉
士、介護福祉士、生活支援員、職業指導員の他、

発達障害分野の教員、経営・コンサルティングの
専門家も関与していた。 
失語症利用者は 4施設合わせて 20 名で、原因疾
患はほとんどが脳血管障害で、外傷性脳損傷も含
まれていた。年齢は 30 歳代から 50 歳代が中心、
発症からの経過期間は 3年から 10年までであった。
日常生活活動は自立しており、日常生活関連活動
では買い物、食事の用意、預貯金の出し入れ、会
話については支援が必要である。特にコミュニケ
ーションに関しては、話だけでは伝わらず、文字、
数字、絵、写真を示すことが多い。1対 1では会話
を理解できるが、集団では伝わらない。 
作業内容の制限として、作業内容の聴覚的理解
の障害により、手順書を必要とした。また、営業、
事務の業務も困難であったが、身体的作業は可能
で、農作業が行われていた。就労支援施設の活動
内容として以下の 3種があった。①実務教育と職
場体験を中心とした組織的プログラムを進めてい
る。②特定の生産・販売業務を行っており、失語
症者が可能な業務を行っている。③失語症者にコ
ミュニケーションを含む多様な活動から就労支援
につなげている。失語症者の就労支援にあたって
言語障害を受容し、就労に進めていくこと、言語
障害による職務上の困難を補う工夫が必要であっ
た。 
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